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•都合により担当医が変更する場合がございます。　 •〈　〉は専門分野です。　 •＊診察週が変動しますので事前にお問い合わせください。

鍋 島

糖尿病教室 ～歩こう会～

高齢者の心不全
社会の高齢化に伴い、高齢者の心不全が増えています。

息切れや動悸などの症状があっても「年のせい」と思い込
んで、そのままにしていませんか？心不全かもしれません。

死亡原因としてよく目にする「心不全」ですが、心不全と
は、心臓に何らかの異常があり、心臓のポンプ機能が低下
して、全身の臓器が必要とする血液を十分に送り出せなく
なった状態をいいます。原因としては、心筋梗塞、弁膜症、
心筋症などや長年の高血圧などにより心臓に負担がか
かった心臓の病気があります。

日本における心不全の罹患者数は120万人で、高齢者
ほど多くなっています。がんの罹患者数が約100万人です
から、心不全の患者さんがいかに多いかが分かります。

以前は、心不全の機序として心臓の収縮力が低下し、
左心室が拡大した「収縮機能不全」と考えられていました。
　しかし、最近の研究から、高齢者の心不全の半数は、収
縮力が保たれているにもかかわらず、心不全症状を呈する

「拡張機能不全」というタイプの心不全であることが分かっ
てきました。

心不全の症状には、息切れ、呼吸困難、むくみ（浮腫）な
どがあります。最初のうちは、階段や坂道などを上ったとき
に息切れする程度ですが、進行
すると、少し歩いたり、身体を動
かしたりするだけでも息苦しくなり
ます。そして、もっと悪化すると、
安静にしていても症状が出るよう
になり、夜中、息苦しさで寝られな
くなることもあります。ここまで進
んでしまうと入院が必要です。

また、高齢者に多い拡張不全は、収縮機能は保たれて
いるため、症状が出にくいのが特徴です。普通心不全の場
合、胸部レントゲンで心陰影が拡大するなどの所見が認め
られますが、拡張不全では、収縮機能が正常に保たれてい
るため、こうした所見がはっきりしないこともあります。診断
には、心エコー検査のほか、血液検査の脳性ナトリウム利
尿ペプチド（BNP）の測定が決め手になります。

心不全の治療は原因の心臓疾患の治療が優先されま
すが、多くの高齢者の場合、原疾患の治療は困難な場合

がほとんどで、治療は薬物療法が中心となります。主として
利尿薬、β遮断薬や血管拡張薬などが用いられます。

以前は、心不全や心臓病のある人は、安静第一で、運
動は避けるべきだと考えられていました。たしかに、心不全
悪化後の不安定な時期や心機能が著しく低下している状
態で運動は危険です。しかし、最近では、急性心不全で入
院した患者さんでも早期離床を促し、日常生活に戻すため
にリハビリを行います。そして、さらに重要なのが、回復期お
よび退院後の「慢性期リハビリテーション」です。有酸素運
動を中心とした運動を続けることで、自律神経や血管の機
能を是正し、心不全の悪化による再入院を防ぐこともでき
ることが明らかになっています。

心不全の状態は治療により一時的には改善し、症状が
なくなったとしても、心臓の機能が全く正常化することはほ
とんどありません。また、高齢者の場合、体力的にも入院前
の状態まで回復することは少なく、何らかの原因で急激に
悪化して再入院を繰り返します。

再入院の原因としては、「感染症」や「不整脈」など病的
要因もありますが、「塩分・水分制限の不徹底」「過労」「治
療薬服用の不徹底」などの管理的要因が多く占めていま
す。これらは患者さんご自身の問題ともいえます。つまり、
毎日の生活のなかで、「塩分を控える」「水分を摂り過ぎな
い」「疲れをためない」「確実に薬を飲む」といったことに注
意すれば、再入院を防ぐことができます。

しかし、高齢者のなかには、認知症や筋力低下や活力の
低下、また、独居や老々介護といったさまざまな問題を抱え
ておられることが多く、塩分制限や服薬管理などが、一人
ではうまくできなくて困っている方もたくさんいます。こうした
高齢者には、家族ばかりでなく、介護保険サービスや医療
保険サービスを通じて、様々な職種
の医療従事者が積極的に関与する
必要があります。当院でも、心臓い
きいき連携病院に認定され、入院お
よび外来での心臓リハビリテーショ
ンを提供しておりますので、ご相談
ください。

院長　長﨑 孝太郎

日時：11月18日（土） 13：30～15：30
場所：長崎病院ヘルスケアセンター1階
 演 題

　「糖尿病の運動療法」 他
　講師　長崎病院 理学療法士　山﨑 大地
 講義後   長崎病院のスタッフと一緒に
　　　　  外に出て近隣を歩いてみましょう

お申込みが必要です。ご希望の方は外来受付
又は糖尿病教室担当（tel：208-5801）まで。

●せきや熱などのかぜ症状のある方は、必ずご来院前に電話でご連
絡をお願いします。

●受付時、発熱・風邪症状がある場合、または4日以内に37.5度以上
の発熱が1回でもあった場合には診療時間を限らせていただく場合
がございます。

●来院される患者さん・他全ての皆さま、マスクの着用をお願いします。

●入院患者さんとの面会及びビデオ面会は予約制となっています。ご
希望の方は事前にご連絡下さい。

新型コロナウイルス感染拡大防止のために
皆様へのお願い

お
知
ら
せ

基本方針
1. 患者さんの生命の尊厳と人権を尊重します

2. 常に新しい医学・医術の研鑽に励み、良質な医療サービスに努めます

3. 明るく清潔で快適な医療施設を整えます

4. 思いやりの医療・看護・介護を目指します

5. 健全な経営を基盤とし、患者さんや家族の皆様及び職員に満足される
   医療機関となるよう努めます

6. 可能な限り患者さんのライフスタイルにあった自立した生活ができるよう
　努めます

患者さんの権利
医療法人厚生堂は患者の権利に関する「リスボン宣言」に
のっとり、信頼される医療の提供を目指します。
1. 個人の尊厳を守るための支援を受ける権利
2. 良質で安全な医療を平等に受ける権利
3. 病状や治療について十分な説明を受ける権利
4. 検査・治療の選択について自らが決定する権利
5. 診療に関わる個人情報の保護を受ける権利
6. 診断や治療について、他の医師の意見を求める権利
（セカンドオピニオン）

7. 健康増進・疾病予防を行うための健康教育を受ける権利

長崎病院のめざす〔地域医療〕〔包括医療〕

目次

医療法人 厚生堂

長崎病院

vol.2023.11
広報誌 131

私たちは良質で安心な医療の提供により、患者様や家族の皆様との信頼を築き、常に
「思いやりの医療」を念頭に、地域社会に貢献します。当院の理念
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午前8時30分～12時/午後2時～5時30分 日曜日・祝祭日診療時間 休診日

〒733-0013 広島市西区横川新町3番11号

TEL 082-208-5801（代）  
FAX 082-208-5821
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長崎病院
ヘルスケア
センター
5F
・訪問看護
 ステーション
 ながさき

ロ
ー
ソ
ン

みささ文化ビル
2F
・広島市中広地域
 包括支援センター
・居宅介護支援センター

ほほえみの郷
4.5F
・グループホーム 
 あいあいホーム ながさき
1F
・デイサービスセンター
 ほほえみながさき

長崎病院
●内科（循環器・呼吸器・糖尿病・リウマチなど）
●皮膚科・熱傷センター
●リハビリテーション（理学療法・作業療法・言語療法）

☎082-208-5801（代）

長崎病院ヘルスケアセンター
（人間ドック・健診施設機能評価認定優良施設）

☎082-208-5791（代）
●訪問看護ステーション ながさき
☎082-503-3236（担当：久保田）

みささ文化ビル
●居宅介護支援センター
☎082-230-8181

（担当：滋野）

ほほえみの郷
●グループホームあいあいホームながさき
☎082-532-6636（担当：荻原）
●デイサービスセンターほほえみながさき
☎082-532-6630（担当：安永）
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